
氏名 岸江信介

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・2022年度言語論特殊講義（応用）

令　和　4　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本語学会　日本方言研究会　計量国語学会　日本音声学会　地理言語学会　西日本国語国文
学会

西日本諸方言の研究

愛知大学文学部文学科国文学専攻卒業

学士（文学）

国語学　方言学　社会言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費補助金
・基盤研究C　研究代表者　研究課題： 無敬語地域における配慮表現の地域差に関する研究（令
和4年度より）
・基盤研究B　研究分担者 研究課題：『瀬戸内海言語図巻』の追跡調査による音声言語地図 の作
成と言語変容の研究（友定賢治・広島県立大学）
・挑戦的萌芽研究　研究分担者　研究課題：Classification of regional dialects in Japanese（服部
恒太・徳島大学）

大学院博士後期課程
担当科目

授業科目

学部担当科目

通信教育部担当科目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・18名の卒論指導にあたった。
・学部１年生学生のフィールド調査指導。
・テキストマイニングの技法指導。

国語・方言に関する各種取材協力：取材での質問に回答したほか、コメントを行う。
雑誌関係：雑誌『Savvy』
テレビ・ラジオ関係：東海テレビ、読売テレビ、NHKラジオ。
全国方言資料展（奈良大学図書館での展示）

・国文学の世界
・学問と社会
・現代日本語論
・言語情報処理論
・国語学概論Ⅰ・Ⅱ
・国語学特殊講義
・言語学
・国文学演習Ⅰ・Ⅱ
・基礎演習Ⅱ
・国文学購読（九）
・卒業論文

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・国文学科主任
・文学部入試委員長



編著

共著

共著

近畿地方、2府6県の約800地点で各地
生え抜きの老年層から回答を得た方言
調査のデータをもとに『近畿言語地図』
を作成し、日本国内の方言研究者を組
織し、語彙・文法・表現法の観点から言
語地図を解釈するとともに近畿地方の
方言分布に関する研究書を編集（代
表）した。

第十九届国际城市语

言学会年会

The 19th Annual

Conference of the

International

Association of Urban

Language Studies

（その他）

①Classification of Kansai
dialects

（学会発表）

②　「今川焼き」の地域差につ
いて

令和4年8月3日
服部恒太氏（徳島大学）との共同研究
発表。ドイツのマインツで開催
使用言語：英語

峪口有香子氏（四国大学）との共同発
表
研究発表。
Zoomによるオンライン発表
使用言語：日本語

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①地図で読み解く関西のことば

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

The Seventeenth

International

Conference on Methods

in Dialectology

令和4年6月5日

昭和堂2021.9.30


